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平
成
26
年
4
月
19
日
㈯
午

後
4
時
よ
り
名
古
屋
市
中
区

の
中
日
パ
レ
ス
に
お
い
て
、

名
古
屋
板
金
連
合
会
通
常
総

会
が
、
組
合
員
34
名
と
来
賓

3
名
の
合
計
37
名
が
出
席
し

開
催
さ
れ
た
。

司
会
を
川
村
正
人
氏
（
熱

田
・
南
支
部
）
が
務
め
、
開

会
の
辞
の
後
、
物
故
者
に
対

し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。

議
長
に
板
東
司
士
（
昭
和

支
部
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事

に
入
り
、
後
藤
実
会
長
が
、

平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
、

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
案

を
述
べ
、
組
合
員
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い

の
で
新
規
加
入
に
力
を
入
れ

た
い
と
述
べ
た
。
平
成
25
年

度
決
算
書
、
平
成
26
年
度
収

支
予
算
案
す
べ
て
承
認
さ
れ

た
。引

き
続
き
来
賓
祝
辞
を
愛

知
県
板
金
工
業
組
合
理
事
長

小
野
寺
俊
一
氏
に
頂
き
「
組

合
員
の
減
少
と
高
齢
化
で
全

板
国
民
健
康
保
険
組
合
も
赤

字
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
若

い
組
合
員
を
増
や
す
よ
う
努

力
す
る
」
と
、
ま
た
西
三
板

金
連
合
会
会
長
の
高
橋
銀
吾

氏
は
「
青
年
部
の
育
成
に
力

を
入
れ
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。午

後
5
時
か
ら
は
講
演
会

に
入
り
J
F
E
鋼
板
㈱
大
阪

支
店
支
店
長
の
岩
月
昇
平
氏

が
自
身
の
経
験
談
と
し
て

「
元
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
が
白
血
病
と
闘
い
復
活

ま
で
の
道
の
り
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
、
10
年
前
に
白
血

病
の
末
期
で
あ
る
と
診
断
さ

れ
、
生
存
率
は
2
、
3
割
と

告
知
さ
れ
た
が
闘
病
生
活
を

乗
り
越
え
、
3
年
前
に
社
会

復
帰
す
る
ま
で
の
話
を
さ
れ

た
。

午
後
6
時
30
分
か
ら
会
場

を
移
動
し
懇
親
会
に
入
り
、

午
後
8
時
30
分
に
終
了
し
た
。

伊
藤
勲
（
中
川
・
港
支
部
）

4
月
10
日
㈭
、
中
部
板
金

工
業
組
合
協
議
会（
中
板
協
）

の
第
36
回
通
常
総
会
が
福
井

市
の「
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井
」

に
て
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
石
本
全
板
連

理
事
長
、
淺
沼
日
板
協
専
務

理
事
、
飯
野
全
板
国
保
専
務

を
迎
え
、
愛
知
県
板
か
ら
は

正
副
理
事
長
他
9
名
が
出
席

し
た
。

定
刻
の
午
後
2
時
、
吉
岡

副
会
長（
富
山
県
板
理
事
長
）

の
開
会
の
辞
、
物
故
者
に
対

し
黙
祷
が
行
わ
れ
た
後
、
小

野
寺
会
長
（
愛
知
県
板
理
事

長
）
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

議
長
に
は
八
十
島
氏
（
福

井
県
板
）、
副
議
長
に
は
田

中
氏
（
岐
阜
県
板
）
が
選
出

さ
れ
、
25
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
承
認
の
件
、
26
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案

（
2
頁
へ
つ
づ
く
）

通
常
総
会
を
開
催

通
常
総
会
を
開
催

名
古
屋
板
金
連
合
会

名
古
屋
板
金
連
合
会

第
36
回
通
常
総
会

第
36
回
通
常
総
会

中
板
協

中
板
協

▲

小
野
寺
俊
一
会
長

▲

全
板
連
・
石
本
惣
治
理
事
長

▲

あ
い
さ
つ
す
る
後
藤
会
長

▲

講
演
を
す
る
岩
月
氏

▲

懇
親
会
　
乾
杯
！

（左から）
全板連　　石本惣治理事長
日板協　　淺沼　斎専務理事
全板国保　飯野敬治専務理事▲
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の
4
議
案
が
審
議
さ
れ
全
議

案
無
事
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
来
賓
の
石
本
理
事

長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
林
会

計
常
任
理
事
（
静
岡
県
板
理

事
長
）
の
閉
会
の
辞
に
て
午

後
3
時
45
分
終
了
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
午
後
4

時
か
ら
は
、
福
井
県
板
青
年

部
が
取
り
組
ん
だ
「
銅
板
甲

冑
製
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
若

手
板
金
職
人
の
挑
戦
～
」
と

題
し
同
青
年
部
長
岩
本
氏
の

講
演
会
、
ま
た
そ
の
後
は
恒

例
の
懇
親
会
も
行
わ
れ
、
午

後
5
時
過
ぎ
お
開
き
と
な
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　

松
浦

岡
崎
支
部
は
、
3
月
30
日

㈰
、
岡
崎
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
25

年
度
通
常
総
会
と
60
周
年
記

念
式
典
を
開
催
し
た
。

午
後
1
時
30
分
に
総
会
が
、

小
野
寺
俊
一
県
板
理
事
長
、

高
橋
銀
吾
西
三
板
金
連
合
会

会
長
、
小
島
清
太
田
商
事
㈱

建
材
部
販
売
課
課
長
、
大
参

久
男
安
城
支
部
長
、
杉
本
忍

豊
田
支
部
長
、
高
柳
一
男
岡

崎
技
術
工
学
院
学
長
、
久
世

明
男
岡
崎
技
術
工
学
院
理
事

長
の
臨
席
を
賜
り
開
会
し
た
。

鈴
木
俊
貴
氏
が
司
会
進
行

を
務
め
、
石
原
晴
久
副
支
部

長
の
開
会
の
言
葉
、
物
故
者

黙
祷
の
後
、
清
水
三
男
支
部

長
が
挨
拶
し
一
年
の
総
括
を

述
べ
た
。

続
い
て
優
良
従
業
員
表
彰

が
あ
り
、
4
名
が
清
水
支
部

長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ

た
。優

良
従
業
員
表
彰
者
は

石
原
英
聖
氏	

　
　

㈱
共
立

内
藤
康
晴
氏	㈲

内
藤
ブ
リ
キ
店

内
藤
政
人
氏	

㈱
内
藤
板
金

原
田
裕
治
氏	原

田
板
金
工
作
所

議
案
審
議
に
入
り
、
議
長

に
朝
岡
昇
氏
が
選
出
さ
れ
、

議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
小
野
寺
理
事
長
と

高
橋
会
長
よ
り
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
平
成
26
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
頭
を
か
す
め
た

小
さ
な
不
安　

あ
と
に
回
さ

ず
即
回
答
」
が
発
表
さ
れ
、

全
員
で
唱
和
し
て
閉
会
し
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
石
原
副

支
部
長
の
開
会
の
言
葉
で
記

念
式
典
が
開
会
し
た
。
式
典

は
賛
助
会
員
、
メ
ー
カ
ー
、

岡
崎
技
術
工
学
院
、
県
板
、

西
三
ブ
ロ
ッ
ク
、
組
合
員

O
B
、
組
合
員
、
総
勢
61
名

が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

清
水
支
部
長
が
、
支
部
役

員
を
紹
介
し
、
一
丸
と
な
っ

て
支
部
を
盛
り
上
げ
て
い
く

と
挨
拶
し
た
。

組
合
活
動
に
貢
献
し
た
組

合
員
4
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

那
須
金
属
㈱	

砂
塚　

弘
氏

㈲
梅
林
板
金	

梅
林
廣
弘
氏

㈲
内
藤
ブ
リ
キ
店	内

藤
榮
治
氏

（
1
頁
よ
り
つ
づ
き
）

原
田
板
金
工
作
所

	

原
田
和
男
氏

来
賓
の
小
野
寺
県
板
理
事

長
、
横
山
興
業
㈱
の
横
山
眞

久
社
長
、
岡
崎
技
術
工
学
院

の
高
柳
一
男
学
長
か
ら
お
祝

い
の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

懇
親
会
に
移
り
、
小
島
氏

（
太
田
商
事
㈱
）
の
乾
杯
の

発
声
と
と
も
に
和
や
か
な
歓

談
の
時
間
と
な
っ
た
。

宴
も
た
け
な
わ
の
中
、
日

本
鐵
板
㈱
鷹
野
善
雄
名
古
屋

支
店
長
の
中
締
め
で
閉
宴
と

な
っ
た
。安

形
（
岡
崎
支
部
）

通
常
総
会
並
び
に

　
　創
立
60
周
年
記
念
式
典

通
常
総
会
並
び
に

　
　創
立
60
周
年
記
念
式
典

岡
崎
支
部

岡
崎
支
部

▲

式
典
風
景

▲

あ
い
さ
つ
す
る
清
水
支
部
長

▲

小
野
寺
県
板
理
事
長

▲

高
橋
西
三
板
金
連
合
会
会
長

▲

高
柳
岡
崎
技
術
工
学
院
学
長

▲

横
山
興
業
㈱
横
山
社
長

▲

総
会
風
景
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4
月
9
日
㈬
、
名
古
屋
市

中
小
企
業
振
興
会
館
（
吹
上

ホ
ー
ル
）に
お
い
て「
２
０
１
４

ケ
イ
ミ
ュ
ー
フ
ェ
ス
タ
愛
知

県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
新
商
品
を
始
め

企
画
品
等
が
多
く
展
示
さ
れ
、

ま
た
県
板
技
術
研
究
委
員
会

担
当
で
「
雨
樋
・
雨
量
計
算

等
の
研
修
会
」
も
併
せ
て
行

わ
れ
た
。

排
水
能
力
ソ
フ
ト
の
講
習

や
知
識
不
足
に
伴
う
雪
害
、

伸
縮
に
よ
る
破
損
等
の
不
具

合
事
例
の
説
明
な
ど
約
1
時

間
30
分
の
研
修
会
で
あ
っ
た
。

昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」「
豪
雪
」「
猛

暑
」
を
踏
ま
え
た
施
工
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
有
意
義
な
研

修
会
で
あ
っ
た
。

石
原
（
岡
崎
支
部
）

2
月
27
日
㈭
、
県
職
業
能

力
開
発
協
会
の
要
請
を
受
け
、

板
金
訓
練
協
会
の
指
導
員
13

名
で
、
県
立
瀬
戸
窯
業
高
校

に
技
術
指
導
に
伺
っ
た
。

電
子
機
械
科
1
年
の
生
徒

38
名
を
対
象
に
、
カ
ラ
ー
鋼

板
製
の
塵
取
り
作
り
を
指
導

し
た
。

学
校
側
か
ら
生
徒
達
に

「
も
の
づ
く
り
の
多
方
面
の

熟
練
の
技
を
見
て
体
験
す
る

事
に
よ
り
何
か
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
思
い
が
伝

え
ら
れ
、
生
徒
達
の
礼
儀
正

し
い
元
気
な
挨
拶
で
始
ま
っ

た
。指

示
さ
れ
た
寸
法
を
下
書

き
し
、
カ
ッ
ト
、
折
り
曲
げ
、

リ
ベ
ッ
ト
締
め
等
の
作
業
だ

が
、
初
め
て
の
体
験
の
為
か

ぎ
こ
ち
な
さ
は
あ
っ
た
も
の

の
、
皆
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
た
だ
、
3
時
間
の
限

ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
為
、

出
来
上
が
っ
た
生
徒
は
1
人

だ
け
で
、
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
る
強
い
気
持
ち
を
持
た
せ

て
や
る
事
が
出
来
ず
、
そ
の

点
は
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
何
事
に
も
興
味
を
持
ち
、

向
上
心
を
養
い
、
技
を
磨
き

あ
げ
る
事
の
大
切
さ
は
経
験

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。
ま
た
、
そ
ん
な
彼
ら

の
姿
は
自
分
た
ち
の
若
い
頃

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

今
回
の
様
に
、
業
界
の
枠

を
越
え
て
知
識
や
技
術
を
公

開
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
く

事
も
大
切
だ
と
思
っ
た
。

最
後
に
学
校
側
よ
り
、
次

回
も
是
非
協
力
し
て
貰
い
た

い
旨
の
お
礼
の
お
話
を
頂
き
、

何
だ
か
嬉
し
い
一
日
で
あ
っ

た
。

小
島
（
江
南
支
部
）

雨
樋
・
雨
量
計
算
等
の
研
修
会

雨
樋
・
雨
量
計
算
等
の
研
修
会

若
き
技
能
者
と
の

　
　
　
　
　交
流
を
通
し
て

若
き
技
能
者
と
の

　
　
　
　
　交
流
を
通
し
て

全板連

 ルーフィングを

　 使用しましょう

ル
ー
フ
ィ
ン
グ
を
注
文
の
際
は

是
非「
全
板
連
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
」

と
指
定
し
て
注
文
し
て
下
さ
い
。

▲ 研修会風景

▲

真
剣
に
説
明
を
聞
く
生
徒
達

富士火災の 愛知県板金工業組合『集団扱保険制度』 
愛知県板金工業組合　会員事業所の皆様へ

愛知県板金工業組合 “集団扱制度” とは、各種損害保険を一般で加入するよりも保険料が
最大約９％※ 安くなるお得な 保険制度です。 ※保険種目・払込方法により異なります。

◆   各種損害保険が割安な保険料で加入（会社契約のほか社長個人の契約も対象）できます！
◆   初回保険料の支払が２か月後かつキャッシュレスです！

お問合せ先 ・富士火災海上保険株式会社 名古屋ＰＡセンター TEL：052-261-7031 担当：柘植・篠原・崎山 （名古屋、尾張ブロック担当）
 ・富士火災海上保険株式会社 岡　崎　支　店 TEL：0564-23-8211 担当：岩本・平岩 （西三、東三ブロック担当）
 ・富士火災海上保険株式会社 半　田　支　店 TEL：0569-21-0780 担当：田中・片山 （知多ブロック、碧南・安城・知立支部）

この広告は「集団扱制度」の概要を説明したものです。各保険の詳しい内容につきましては｢業務災害補償総合保険パンフレット｣｢医療総合保険みんなの健保２パンフレット」「自動車保険総合パンフレット」｢工事王（建設事業基本特約付事業総合保険）パンフレット」「三冠王 Lite（企業財産包括保険追加特約
（三冠王 Lite 用）付企業財産包括保険）パンフレット」をご覧ください。ご不明な点につきましては、営業社員までお問合せください。本書は 2014 年 10 月末日まで有効です。ただし商品改定により本書の内容に変更が生じた場合は無効となります。 2013.08　40500　13-527S

会員事業所さまへの
メリット

主な商品 業務災害補償総合保険

実費補償型医療保険 一般用総合自動車保険
家庭用総合自動車保険

建設事業基本特約付
事業総合保険

企業財産包括保険

労災事故に関わるリスクを包括
的に補償できる商品であり、各
種サービスも充実しました。

入院時にかかる治療費や諸費用
に対応したオーダーメイドの「実
費補償型」医療保険です。

建設事業者の様々なリスクを包
括的に補償する保険です。工事
王特有の割引制度もあります。火災、落雷、風災、水災、盗難

等さまざまなリスクを補償する
企業向けの火災保険です。
オプションとして地震リスク、
休業リスクを補償できる特約も
ご用意しました。

事故対応はもとより、充実した
補償とサービスをご提供するひ
とつ上を行く自動車保険です。
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4
月
度
の
動
き

【
県
　
板
】

4
日	

全
板
連
・
日
板
協　

正
副
理
事
長
／
会
長
会
議

	

於　

東
京
板
金
会
館

	

出
席
者　

理
事
長

6
日	

青
年
部
幹
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

9
日	

ケ
イ
ミ
ュ
ー
フ
ェ
ス
タ

	

於　

名
古
屋
市

　
　
　
　
　

中
小
企
業
振
興
会
館

（
吹
上
ホ
ー
ル
）

10
日	

中
板
協
通
常
総
会

	

於　

ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井

17
日	

総
務
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

23
日	

広
報
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

23
日	

訓
練
校
入
卒
式

	

於　

県
訓
練
会
館

	

出
席
者　

理
事
長

24
日	

全
板
連
・
日
板
協　

理
事
会

	

於　

東
京
板
金
会
館

	

出
席
者　

理
事
長

25
日	

名
北
基
準
協
会
総
会

	

於　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

	

出
席
者　

専
務

【
各
支
部
】

名
古
屋
板
金
連
合
会

9
日　

三
役
会	

4
名

19
日　

総
会	

37
名

千
種
支
部

25
日　

総
会	

東
北
支
部

6
日　

総
会
兼
親
睦
旅
行	

10
名

南
宮
大
社
・
御
千
代
保
稲
荷
参
詣

昭
和
支
部

8
日　

定
例
会	
5
名

当
支
部
で
は
毎
年
一
泊
旅

行
に
行
っ
て
い
る
。
今
年
も

3
月
2
日
㈰
、
3
日
㈪
の
両

日
で
淡
路
島
洲
本
温
泉
に
15

名
で
出
掛
け
た
。

2
日
午
前
8
時
30
分
に
集

合
す
る
と
、
中
型
バ
ス
の
予

定
だ
っ
た
が
大
型
バ
ス
が

（
サ
ロ
ン
カ
ー
）
が
現
れ
た
。

バ
ス
会
社
の
都
合
だ
そ
う
で
、

高
速
代
や
駐
車
場
代
の
差
額

は
バ
ス
会
社
が
負
担
し
て
く

れ
る
と
の
事
で
、
ち
ょ
っ
と

得
し
た
気
分
で
出
発
し
た
。

一
宮
イ
ン
タ
ー
か
ら
名
神

瑞
穂
支
部

1
日　

定
例
会	

21
名

中
川
・
港
支
部

24
日　

定
例
会	

12
名

・
決
算
報
告
及
び
予
算
案

・
連
合
会
総
会
報
告
、
他

尾
張
板
金
連
合
会

12
日　

勉
強
会（

池
田
商
店
に
て
）

春
日
井
支
部

8
日　

定
例
会	

10
名

・
会
計
報
告
等

津
島
支
部

5
日　

定
例
会	

28
日　

臨
時
総
会	

西
三
板
金
連
合
会

12
日　

三
役
会	

8
名

・
今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

岡
崎
支
部

8
日　

記
念
式
典
反
省
会	

18
名

豊
田
支
部

6
日　

第
1
回
役
員
・
班
長
会

	

20
名

・
県
板
等
各
種
報
告

西
尾
支
部

20
・
21
日　

50
周
年
記
念研

修
旅
行

（
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
等
）

	

20
名

東
三
支
部

9
日　

三
役
会	

7
名

高
速
を
走
り
ま
ず
は
神
戸
に

向
か
っ
た
。
南
京
町
で
昼
食

を
し
た
後
、
約
1
時
間
30
分

散
策
の
時
間
を
設
け
中
国
の

雰
囲
気
を
満
喫
し
た
。

途
中
立
ち
寄
っ
た
明
石
海

峡
大
橋
淡
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
は
、
観
覧
車
に
乗
り
明

石
海
峡
大
橋
を
一
望
、
童
心

に
帰
り
思
わ
ず
は
し
ゃ
い
で

し
ま
っ
た
。

宿
泊
地
の
洲
本
温
泉
に
は

予
定
よ
り
早
く
到
着
、
露
天

風
呂
に
て
疲
れ
を
取
り
、
午

後
6
時
か
ら
宴
会
開
始
。
支

つ
い
先
日
ま
で
「
寒
い

ね
ぇ
～
」
な
ん
て
会
話
を
し

て
い
た
と
思
え
ば
4
月
も
下

旬
、
も
う
す
ぐ
待
ち
に
待
っ

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で

す
ね
。
弊
社
は
毎
年
暦
通
り

で
休
日
に
し
て
い
る
為
、
今

年
は
3
日
～
6
日
ま
で
の
4

連
休
と
な
り
ま
す
。

子
供
が
小
さ
い
頃
は
泊
ま

り
が
け
で
家
族
旅
行
等
も
出

掛
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ

数
年
は
こ
れ
と
言
っ
て
予
定

も
無
い
寂
し
い
？
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
て
今
年
は
何
を
し
て

過
ご
そ
う
か
…
…
。

皆
様
は
楽
し
く
有
意
義
な

休
日
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い

ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

M

四
月
二
十
三
日
㈬　

五
〇
三
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

六
名

午
後
二
時
半
開
会五

時
閉
会

散
々
な
宴
会
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

翌
日
は
少
し
ゆ
っ
く
り
宿

を
出
発
。
鳴
門
み
さ
き
荘
に

て
「
渦
潮
」
を
眺
望
し
た
の

だ
が
、
潮
の
流
れ
が
少
な
く

洗
濯
機
位
？
の
渦
で
少
々
残

念
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
「
い
ざ
な
ぎ
神

宮
」
と
「
た
こ
せ
ん
べ
い
の

里
」に
寄
り
、淡
路
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
で
昼
食
を
取
っ

た
後
、
家
族
へ
の
お
土
産
と

土
産
話
を
手
に
帰
路
に
つ
い

た
。鈴

木
（
西
春
日
井
支
部
）

部
旅
行
の
宴
会
で

は
恒
例
と
な
っ
て

い
る
「
オ
カ
マ

シ
ョ
ー
」。
今
回

添
乗
員
（
台
湾
出

身
）
の
女
性
が
用

意
し
た
衣
装
が
細

身
だ
っ
た
為
、
支

部
長
の
私
が
着
る

羽
目
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
チ
ャ
イ

ナ
ド
レ
ス
を
着
、

カ
ツ
ラ
を
被
り
、

口
紅
ま
で
塗
ら
れ

た
姿
で
カ
ラ
オ
ケ
。

西
春
日
井
支
部

西
春
日
井
支
部

親
睦
旅
行

親
睦
旅
行

編
集
後
記

▲

宴
会
前
に
記
念
撮
影

▲

南
京
町
に
て


